
 

 

 

 

 

第37回 日本心血管インターベンション治療学会 
北海道地方会 

プ ロ グ ラ ム 
 

【日 時】平成 25 年 10 月 5 日（土） 

 地 方 会 9 : 55～16 : 20 

 ランチョンセミナー 12 : 00～12 : 40 

 支部幹事会 12 : 45～13 : 05 

 特別講演 15 : 20～16 : 20 

【場 所】ロイトン札幌 
2 階 エンプレスホール 
札幌市中央区北 1 条西 11 丁目 1 

TEL 011－271－2711 

【参加費】医師・企業  2, 000 円 

コメディカル 1, 000 円 
 
 

第 37 回 北海道地方会 会長 

石 井 良 直 
市立旭川病院 

 

日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）北海道支部事務局 

〒064－0809 札幌市中央区南 9 条西 6 丁目1－30－803 

 TEL 011－211－5527 

 FAX 011－211－5528 

http://www.cvit-hokkaido.com/ 



プログラム  
 

ご 挨 拶 9:55 第 37 回北海道地方会 会長 

 市立旭川病院 石 井 良 直 
  

一般演題 SessionⅠ 10:00～10:50 座長 恵み野病院 牧 口 展 子 
 
1.  腎動脈狭窄分岐部病変に対する4Frガイドを用いた両側橈骨動脈アプローチでV-stent を

行った一例 

 札幌東徳洲会病院 

 循環器内科 ○山﨑 和正、山崎 誠治 
 
2.  BK 領域での Trans-collateral angioplasty（TCA）が有用であった CLI の一例 

 時計台記念病院 

 循環器センター ○丹  通直、浦澤 一史、佐藤 勝彦、越田 亮司、中川 裕也 
 
3. 両側 EIA から SFA 遠位部までの超 long CTO 病変に対してさまざまなテクニックを 

駆使して完全血行再建を得た 1 症例 

 時計台記念病院 

 循環器センター ○中川 裕也、丹  通直、越田 亮司、佐藤 勝彦、浦澤 一史 
 
4. 入口部が同定できない後脛骨動脈の完全閉塞病変に対し、bi-directional approach を用い

て血行再建に成功した EVT の一例 

 市立札幌病院 循環器センター 

 循環器内科 ○檀浦  裕、牧野 隆雄、表  和徳、小梁川和宏、鳥羽 真弘 
   高橋 雅之、浅川 響子、小松 義和、相馬 孝光、甲谷 哲朗 
   加藤 法喜 
 形成外科  堀内 勝己 
 
5. 深部静脈血栓症 (deep vein thrombosis: DVT) に対する血栓溶解療法の当院での工夫

について 

 苫小牧市立病院 

 循環器内科 ○尾畑 嘉一、南部 秀雄、中島 孝之、平林  鑑、町田 正晴 
 

一般演題 SessionⅡ 10:50～11:40 座長 国立病院機構 帯広病院 尾 畑 弘 美 
 
6. 左冠動脈主幹部の潰瘍性病変を含む中等度狭窄病変に対し、各種モダリティーにて 

虚血を評価した一症例 

 北海道大学大学院医学研究科 

 循環病態内科学 ○吉谷  敬、榊原  守、山田 史郎、神谷  究、浅川 直也 

   筒井 裕之 
 
7. 閉塞した SVG-RCA graft への PCI 後、RCA CTO 病変に対して、SVG を介し retrograde 

approach にて PCI を施行した１例 

 国立病院機構 帯広病院 

 循環器内科 ○青木 真弓、尾畑 弘美、太田 久宣、菊地 麻美 
 
8. Stent migration 後の stent 回収に IVUS が有用であった 1 例 

 北晨会 恵み野病院 

 循環器内科 ○牧口 展子、下岡 良典、成田 浩二、佐藤 亜紀、福澤  純 



9. 右冠動脈慢性完全閉塞病変の PCI でステント変形をきたし治療に難渋した 1 例  

(A case of successful bailing out from compressive stent deformation during PCI for RCA-CTO lesion) 

 札幌東徳洲会病院 

 循環器センター ○山崎 誠治、萱沼 圭悟、片桐 勇貴、後平 泰信、竹之内 豪 
   士反 英昌、山﨑 和正、巣山  環、八戸 大輔、齋藤  滋 
 
10. 脳塞栓症を契機に発見された ASD に対して Amplazter 中隔閉鎖栓を留置した若年女性の

1 症例 

 手稲渓仁会病院 

 循環器内科 ○廣上  貢、矢加部大輔、杉本洋一郎、畠  信哉、佐々木俊輔 
   吉岡 拓司、浅野 嘉一、大本 泰裕、村上 弘則  
 
 

Clinical Impact of Stent Platform 
座長 北海道社会保険病院 五十嵐 慶 一 

「Shear Stress の観点からDES を検証する」 
神戸大学医学部附属病院 大 竹 寛 雅 先生 

「Clinical Experience in Kurashiki」 
倉敷中央病院 門 田 一 繁 先生 

共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社 
 

  
 支部幹事会 12 : 45～13 : 05 2 階 クリスタルルームA  

 
一般演題 SessionⅢ 13:10～14:00 座長 札幌東徳洲会病院 山 崎 誠 治 
 
11. 原発性冠動脈解離により発症した左主幹部梗塞の一例 

 旭川厚生病院 

 循環器科 ○塩越 隆広、加藤 淳一、小川 裕二、太田 貴文、野呂 忠孝 

   貴田岡 享、柴山佳一郎 
 
12. 右浅大腿動脈ステント内血栓閉塞を来たし、血栓処理に Dio が有用だった 1 例 

 網走厚生病院 

 循環器科 ○明上 卓也、宮田 雅大、谷口  治、中村 秀樹 
 
13. 急性心筋梗塞を発症した右単冠動脈症に対し PCI を施行した 1 例 

 旭川医科大学 

 第一内科 ○蓑島 暁帆、黒島 健起、後藤 全英、會田  誠、坂本  央 

   竹内 利治、佐藤 伸之、長谷部直幸 
 
14. 卵胞ホルモン補充療法中に発症した急性冠症候群の 1 例 

 北海道社会保険病院 

 心臓内科 ○高畑 昌弘、管家 鉄平、柿木 梨沙、田所 心仁、木谷 俊介 

   川崎まり子、五十嵐 正、石丸 伸司、岡林 宏明、古谷 純吾 

   五十嵐康己、五十嵐慶一 
 
15. CKD stage 4,5 の ACS に対して直前からのCHDF 施行下に PCI を行った連続 6 例の検討 

 小樽協会病院 

 循環器科 ○高木 千佳、長井 和彦、縄手  聡、柿木 滋夫  

 Luncheon Seminar  12:00～12:40



一般演題 SessionⅣ 14:00～14:40 座長 王子総合病院 加 藤 伸 郎 
 
16. OCT によって no reflow を予測し得た一例 

 JA 北海道厚生連 遠軽厚生病院 

 心臓血管カテーテル治療センター・循環器内科  

  ○広瀬  愛、鈴木 孝英、川口  哲、松田夏菜子、木島  基 

   本田  肇 
 
17. エキシマレーザーを用いた急性冠症候群例の治療の初期経験 

 市立釧路総合病院 

 心臓血管内科 ○辻永 真吾、相川 忠夫、片山 貴史、鎌田  塁、高橋 将成 

   坂井 英世 
 
18. SVG バイパスの狭窄に対して、エキシマレーザーを用いた PCI で良好な結果が 

得られた２症例 

 札幌心臓血管クリニック 

 循環器内科 ○杉江多久郎、菅野大太郎、小林  健、金子 海彦、平良 智彦 

   鹿島 由史、藤田  勉 
 
19. 高度石灰化病変を有する CTO-PCI にてガイドワイヤーが断裂し、断端を回収できなかった一例 

 製鉄記念室蘭病院 

 循環器内科 ○坂本 賢一、三俣 兼人、高橋  弘、松木 高雪 

 
一般演題 SessionⅤ 14:40～15:20 座長 NTT 東日本札幌病院 川 嶋   望 
 
20. 石灰化病変の評価に OCT が有効であった 1 症例 

 恵み野病院 

 循環器内科 ○下岡 良典、牧口 展子、佐藤 亜紀、成田 浩二、福澤  純 
 
21. IVUS が抜去困難になった一症例 

 名寄市立総合病院 

 循環器内科 ○石破光咲子、平井 俊宏、井澤 和眞、八巻  多、酒井 博司 
 
22. 器質的狭窄を有する冠攣縮性狭心症における IB-IVUS 所見の特徴 

 市立旭川病院 

 循環器内科 ○菅野 貴康、石井 良直、平山 康高、井川 貴行、浅野目 晃 

   木谷 裕也 
 
23. 4 in 6 System を用いた Mother-and-Child Technique 施行時の Side-branch Protection 方法 

 札幌東徳洲会病院 

 循環器内科 ○八戸 大輔、棒田 浩基、萱沼 圭悟、片桐 勇貴、竹之内 豪 

   後平 泰信、士反 英昌、山﨑 和正、巣山  環、山崎 誠治 

   齋藤  滋 
 

  
座長 市立旭川病院 石 井 良 直  

「まだまだ深い冠動脈血栓処理法  
-吸って終わりではない-」  

広島市立安佐市民病院 土 手 慶 五 先生 

特別講演  15:20～16:20 
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